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本 研 究 は 日 本 人 の 「 断 り 」 言 語 行 為 を 社 会 言 語 学 的 に 考 察 し 、  
ま た 比 較 文 化 論 の 見 地 か ら そ れ を ベ ト ナ ム 人 の 場 合 と 比 較 し 、 そ れ
ぞれの特徴、類似点および相違点を明らかにする目的がある 。  

本 研 究 で は 、 デ ー タ 収 集 の 能 率 化 の 観 点 か ら 談 話 完 成 テ ス ト （ 以
下 D C T） の 調 査 方 法 を 用 い た 。 2 0 0人 の 日 本 の 大 学 生 と ベ ト ナ ム の 大
学 生 に 対 し D C T調 査 を 行 い 、 調 査 結 果 の 分 析 を 通 し て 日 本 語 と ベ ト
ナ ム 語 の 依 頼 に 対 す る 断 り 「 意 味 公 式 」 お よ び そ の 使 用 頻 度 を 明 ら
か に し た 。 さ ら に 、 「 断 り 」 行 為 に お け る 日 越 ポ ラ イ ト ネ ス ・ ス ト
ラ テ ジ ー の 特 徴 や 類 似 ・ 相 違 を 見 だ し た 。 D C Tの 場 面 設 定 は 、 「 お
金 の 貸 し 出 し の 依 頼 」 、 「 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト の 教 え の 依 頼 」 、 「
資 料 の コ ピ ー の 依 頼 」 、 「 本 の 貸 し 出 し 依 頼 」 な ど 、 日 越 社 会 の 日
常 生 活 で 遭 遇 し や す い 依 頼 ・ 断 る 場 面 を 選 ん で 、 ま た B r o w n  &  L e v i

n s o nのポライトネス理論に基づき、 「社会的距離」の親疎関係 （ S o c i

a l  D i s t a n c e） 、 「聞 き 手 の 話 し手 に対 す る 社 会 的権 力 （ P o w e r） お よ
び 「 行 為 が 相 手 に か け る 負 荷 度 」 （ A b s o l u t e  r a n k i n g  o f  i m p o s i t i o n

） の 要 素 も 考 慮 し 調 査 の 場 面 に 取 り 入 れ た 。 調 査 対 象 者 は 与 え ら れ
た 状 況 に お い て 自 分 な ら ど の よ う に 言 う か を 考 え 、 実 際 話 す よ う に
「断り」を書き込ん で談話を完成した。  

 

 本研究の結果として、下記のことを明らかにした。  

１ － 先 行 研 究 の B e e b e（ 1 9 9 0） 、 藤 森 （ 1 9 9 4） 、 藤 原 （ 2 0 0 4） 、 M e n

g  Y u n（ 2 0 1 0）な どの断り意味公式の分類を参考にして、日越文化比
較観点に「依頼に対する断り」意味公式を 2 2種類分類し た。  

２ － 日 本 と ベ ト ナ ム の 大 学 生 に お け る 断 り 意 味 公 式 の 使 用 頻 度 を 比
較 し 、 そ れ を 通 して 使 用 頻 度 が 高 い断 り の ス ト ラ テ ジー を 5上 位 の 「
謝 罪 」 、 「 理 由 」 、 「 代 案 」 、 「 依 頼 を 防 ぐ 」 、 「 約 束 」 ス ト ラ テ
ジーを確定することができる。  

３ － 両 言 語 に お い て 、 「 理 由 」 、 「 代 案 」 、 「 約 束 」 な ど 、 い く つ
か の 共 通 の ス ト ラ テ ジ ー が あ る 。 た だ 、 共 通 だ と し て も 、 微 妙 な 違
い が あ る 。 日 本 人 は 理 由 を 説 明 す る と き 、 「 用 事 が あ っ て … 」 、 「
私 用 が あ る の で … 」 な ど 、 か な り 曖 昧 な 理 由 を 言 う 。 し か し 、 ベ ト
ナ ム 人 は 通 常 詳 し く 理 由 を 説 明 し 、 さ ら に 、 「 お な か が 痛 い 」 や 「
法 事 が あ る 」 、 「 故 郷 へ 帰 ら な け れ ば な ら な い 」 な ど 、 個 人 的 な 理
由が多い。  

４ － 日 本 語 と ベ ト ナ ム 語 に は 、 上 記 の 共 通 の ス ト ラ テ ジ ー が あ る に
も 関 わ ら ず 、 そ れ ぞ れ の 特 定 の ポ ラ イ ト ネ ス ・ ス ト ラ テ ジ ー も 存 在
し て い る 。 日 本 語 で は 、 「 謝 罪 」 、 「 感 謝 」 の ス ト ラ テ ジ ー が 高 い
頻 度 で 使 わ れ て い る が 、 ベ ト ナ ム 語 の 文 化 規 範 で こ の 表 現 が 「 丁 寧
過 ぎ 」 だ と さ れ 、 滅 多 に 使 わ な い 。 し か し 、 ベ ト ナ ム 語 で よ く 見 ら
れ る 「 あ な た は 一 人 で 行 っ て く だ さ い 」 や 「 自 分 で や っ て く だ さ い
」 と い う 断 り な ど 、 「 依 頼 ・ 誘 い を 防 ぐ 」 と い う 断 り ス ト ラ テ ジ ー
が 日 本 語 で 見 ら れ な く 、 日 本 の 文 化 規 範 で も 「 失 礼 」 だ と さ れ て い
る。  

５ － 「 依 頼 ・ 断 る 」 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で 日 本 人 は 「 横 関 係 」 （
親 疎 関 係 ） を 重 視 し て い る 。 逆 に 、 ベ ト ナ ム 人 は 断 り 行 為 を す る 際
、 「 横 関 係 」 よ り 「 縦 関 係 」 （ 社 会 的 権 力 ） の 方 を 重 視 し て い る 。
た だ 、 日 本 人 と ベ ト ナ ム 人 両 国 民 は ア ジ ア 文 化 圏 に 属 し て い 、 直 接
の 断 り 行 為 よ り 間 接 の 断 り 行 為 の 方 が よ く 行 い 、 ア ジ ア 人 の コ ミ ュ
ニケーション文化の特徴を持っている。  
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